
  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年 

６月２３日 

交通事故死者数２１人

の内、高齢者の死者数は

１４人で前年対比＋８人

と大幅に増加していま

す。 

昨年と比較して 

１２人増加 
 

６月 16日時点で令和７年の交通事故死者数累計は２４人（概数）となっており、 

令和６年同日の時点での交通事故死者数累計１０人と比較して、１４人増加しています。 

 

それって言い換えると、どれぐらい滋賀県内で交通死亡事故が発生している

ことになるの？ 

また、令和７年６月１６日時点においての

交通事故死者数累計２４人（概数）のうち、 

１６人が高齢者であり、そのうち１１人が

７５歳以上の方になります。 

高齢者 
７５歳以上 

昨年（令和６年） 

今年（令和７年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

運転中に眠気を感じたり、疲れを感じた場合は、早めに休憩しましょう。 

運転することは思った以上に身体に負担をかけています。正しい判断を

するために疲れを感じる前に休憩することも大切です。 

 

景色に気をとられたり、車内の物をとるために脇見をしたりしてしまうと、

車は思った以上に進んでいます。 

脇見をしないで運転に集中しましょう。 

●車のドライバーから『自分の姿は見えていない』と考え、横断する前には 

安全な場所で一度止まって、しっかり左右を確認しましょう。 

●早朝、夕方・夜間は、明るい色の服に反射材の着用、懐中電灯を手に持つ 

などして目立つ工夫をしましょう。 
●自転車の方も反射材を着用し、交差点では「車がでてくるかもしれない」 

等の危険予測をしましょう。 

 
反
射
材
で
自
分
の
存
在
を 

目
立
た
せ
る
！ 


